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カスタムクライアント

• GeneXus の WebPanelとプロシージャーを使用して開発
• Gxflow API を使用してエンジンに接続
• 通常の Gxflow クライアントのすべての機能が含まれています
• カスタマイズ可能（例::

1. ユーザーの受信トレイ グリッドまたはその他のページに新
しい列を追加または非表⽰にする

2. Gxflow コード間にアクションまたはカスタムコードを追加
する

3. UX を変更する
4. カスタムクライアントの一部またはすべてをアプリケー

ションに統合する
http://wiki.genexus.jp/hwikibypageid.aspx?11364

GXflow カスタムクライアントは GeneXus によって提供
され、ナレッジベースにインポートしてプロジェクトの一
部として使用または変更することができます。
このコースの前半で説明した Gxflow 標準クライアントの
多くの機能を実装するために必要なすべての WebPanelと
プロシージャが含まれています。

GXflowカスタムクライアントを使用すると、GXflowにロ
グインし、ユーザーの受信トレイを実⾏し、送信トレイを
確認し、プロセス定義、作業項目、インスタンスを管理し、
実⾏を監視することもできます。

これらのWebPanelにプログラムされたソースコードを⾒
ると、GXflow APIを使用してGXflowエンジンに接続し、
それぞれのケースで必要な情報を取得し、各オブジェクト
に対して異なる関数を実⾏する⽅法がわかります。

この章では、カスタムクライアントのWebPanelをいくつ
か⾒て、そのコードとその変更⽅法を理解します。
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カスタムクライアントは様々な目的で変更できます。
例えば、情報の追加や非表⽰、カスタムクライアントを
様々なパネルに統合、様々なパネルにアクションを追加し
てコードを埋め込むなどです。このウェブパネルのUXは
すべて、プロジェクトに合わせて変更・調整可能です。

カスタムクライアントを使用して、GXflowのユーザーイ
ンターフェースを使用せずに、独自のUXインターフェー
スを使用して、プロジェクトの一部としてGXflowのクラ
イアントをプロジェクトに統合します。
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カスタムクライアント

カスタムクライアント標準クライアント

カスタムクライアントはデスクトップフォルダ（受信トレ
イ、送信トレイ、マイプロセス、マイドキュメント）に含
まれており、標準クライアントと同じ情報とアクションを
提供します。

プロセスマネージャフォルダには、プロセスマネージャセ
クションからよく使用されるプロセスページ、タスク、プ
ロセス定義が含まれています。

ドキュメントマネージャフォルダには、標準クライアント
と同じドキュメント管理ページが含まれています。

イベントビューアフォルダには、標準クライアントと同じ
イベントマネージャページが含まれています。

管理コンソールフォルダには、標準クライアントと同じ
ユーザー管理、ロール管理、組織単位定義、組織単位ペー
ジが含まれています。

統計、バックエンド、サーバー設定、ライセンスマネー
ジャは、カスタムクライアントサンプルには実装されてい
ません。
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WorkflowClient
WorkflowDialogs

WorkFlowAssign
ユーザーに作業項目を割り当てるためのWebPanel

WorkFlowComments
プロセスインスタンスまたは作業項目にコメントを
⼊⼒するためのWebPanel

WorkFlowDocumentVersions
ドキュメントのバージョンを管理できるWebPanel

WorkFlowNewDocument
新しいドキュメントを作成するためのWebPanel

WorkFlowOrganizationalUnitDefinitionDialog
新しい組織単位定義を追加するためのWebPanel

WorkFlowOrganizationalUnitDialog
新しい組織単位を追加するためのWebPanel

WorkFlowOrganizationalUnitMembers
組織単位のユーザーを管理できるWebPanel

WorkFlowRenameDocument
現在のプロセスインスタンスに関連付けられている
ドキュメントの名前を変更できるWebPanel

WorkFlowRoleDialog
新しいロールを作成するためのWebPanel

WorkFlowRoleUsers
1つのロールのユーザーを管理できるWebPanel

WorkFlowSelectActivity
アクティビティを選択するためのWebPanel

WorkFlowUploadDocument
ファイルをアップロードするためのWebPanel

WorkFlowUserDialog
ユーザーを追加/削除/変更するための WebPanel

WorkFlowUserOrganizationalUnits
ユーザーの組織単位を管理できるWebPanel

WorkFlowUserRoles
ユーザーのロールを管理できるWebPanel

WorkFlowWorkWithDocuments
作業項目のドキュメントを管理できるWebPanel
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WorkflowEntryPoints
WorkFlowDocuments

ドキュメントを管理できるWebコンポーネント
WorkFlowEvents

イベント履歴を表⽰できるWebコンポーネント
WorkFlowHistory

プロセス履歴を表⽰できるWebコンポーネント
WorkFlowInbox

ユーザーが実⾏する必要があるタスクを管理できる
Webコンポーネント

WorkFlowOrganizationalUnitDefinitions
組織単位の定義を管理できるWebコンポーネント

WorkFlowOrganizationalUnits
組織単位を管理できるWebコンポーネント

WorkFlowProcessDefinitions
プロセス定義を管理できるWebコンポーネント

WorkFlowProcesses
プロセスを管理できるWebコンポーネント

WorkFlowRoles
ロールを管理できるWebコンポーネント

WorkFlowSettings
設定を管理できる Web コンポーネント

WorkFlowTasks
タスクを管理できる Web コンポーネント

WorkFlowUsers
ユーザーを管理できる Web コンポーネント

WorkflowHelpers
WorkFlowBuildApplicationUrl

アプリケーションURLを構築するプロセス
WorkFlowDocumentDownloader

ドキュメントをダウンロードできるプロセス
WorkFlowFilters

グリッドでフィルターを使用できる
Webコンポーネント

WorkFlowPaging
グリッドでページングを使用できる
Web コンポーネント

WorkflowClient
クライアントを一元管理する WebPanel.

WorkflowSignIn
ワークフロークライアントにログインできる
WebPanel.
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カスタムクライアント既定の受信トレイ
カスタマイズされた受信トレイ

カスタムクライアント

カスタムクライアントの主な用途は、同じUXを使用して
GXflowページをプロジェクトに組み込むことです。
例えば、このページは、アプリケーションの他の部分と一
致するルック＆フィールと動作でカスタマイズされた受信
トレイを表⽰します。
アプリケーションのユーザーは、アプリケーションの他の
部分との違いを感じることはありません。
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カスタムクライアント

1. CustomClient.xpzはGeneXusイン
ストールフォルダの
「packages/Gxpm/extra」フォ
ルダ内にあります。

インポートする前に、このナレッ
ジベースにビジネスプロセスダイアグ
ラムが作成されていることを確認して
ください。

CustomClient.xpz というファイルがあり、GeneXusのイ
ンストールフォルダの次の配下に配布されています:

<GeneXusインストールディレクトリ>

¥Packages¥GXPM¥Extra

インポートする前に、このナレッジベースに少なくとも1
つのビジネスプロセスダイアグラムが作成されていること
を確認してください。
これは、モデルにワークフローデータ型が含まれているこ
とを確認するために必要です。
そうでない場合、プロジェクトのコンパイル時にエラーが
発生します。
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オブジェクトのインポート - カスタムクライアント
• ナレッジマネー

ジャーのインポー
ト機能を使用して
xpz をインポート
します。
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ワークフローカスタムクライアント – ワークフロークライアント

GXflowカスタムクライアントの主なオブジェクトは、
WorkflowClientと呼ばれるWebPanelです

WorkflowClientWorkflowClient

メニューメニュー 選択したページ（例：WorkflowInbox）選択したページ（例：WorkflowInbox）

マスターページによるヘッダーマスターページによるヘッダー
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Workflow Inbox – 実行画面およびレイアウト

このオブジェクトにあらかじめ定義されているイベントに
ついて取り上げていきます。
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セッションの検証

• すべてのカスタムクライアントオ
ブジェクトは、Startイベントで、
workflow sessionの検証を⾏う

• &server 変数︓
WorkflowServer データタイプ

• &user 変数︓
WorkflowUser データタイプ

1. 
WorkflowCheckServerSession 
プロシージャーを利用し、Web
セッションから&Server変数を
読み込む

カスタムクライアントとして取り込んだすべてのサンプル
オブジェクトは、有効なセッションがあるかどうかを確認
します。
そのためには、WorkflowCheckServerSessionと呼ばれ
るプロシージャを使用します。
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セッションの検証

2. 
&server の接続情報からユーザー
情報を読み込み
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セッションの検証

その後、ユーザーの受信トレイの場合は、Webページを初
期化します。「Initialize」サブルーチンを使用します。
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セッションの検証

3. フィルター用とグリッドページン
グ用の 2 つの Web コンポーネント
を作成します。

プロセス定義のコンボボックスの内容をロードするには︓

1)まず、ユーザーが作成する権限を持つプロセス定義のコ
ンボボックスを読み込みます。
2)その後、フィルターを表⽰するためのWebコンポーネン
トとグリッドページングコントロールを表⽰するための
Webコンポーネントの2つを作成します。

15



セッションの検証– WorkflowCheckServerSesion

• Webセッションからセッショ
ンハンドラIDを取得し、この
接続をworkflowServer変数に
ロードします。

• 読み込みエラーの場合は、
WebPanel
「WorkflowSignIn」にリダイ
レクトします。

• セッションをロードした後、
ログインしたユーザーがサー
バーに接続されます。
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Workflow Inbox – リフレッシュとフィルター

フィルターは
WorkflowFiltersというWeb
コンポーネントにあります。
フィルターはWebSession
にSDT形式で保存されます。
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Workflow Filters – リフレッシュとフィルター
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Workflow Inbox – リフレッシュとロード

ユーザーのワークリストを
取得します。(ワークリス
トにはユーザーが実⾏する
必要があるすべての作業項
目が含まれます。)

リストの各項目について、
その内容を受信トレイの
グリッドにリストします。
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Workflow Inbox – 「新規」アクション

コンボ ボックスで選択された
プロセス ID を使用して、プ
ロセス定義を
&processDefinition 変数に読
み込みます。

ロードされたプロセス定義
の新しいプロセスインスタ
ンスを作成します
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Workflow Inbox – 「新規」アクション

プロセスインスタンスのプ
ロセス所有者を割り当てま
す

プロセスの実⾏を開始する
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Workflow Inbox – 「実行」アクション

次ページ
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Workflow Inbox – 「実行」アクション
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Workflow Inbox – 「実行」アクション

24



Workflow Inbox – 「送信」アクション
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Workflow Inbox – 「履歴」アクション
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Workflow History – 実行画面
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Workflow History – レイアウト
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Workflow History – イベント
Start イベント︓
1.有効なセッションがあるか確認する
2.プロセスインスタンスID変数から

プロセスインスタンスをロードする

Grid.Refresh イベント︓
3.ワークフロープロセスインスタンス変数
のすべての作業項目を取得します。
workflowWorkitemsのリストを返します。

Grid.Load イベント︓
4.リストの各作業項目をグリッドにロード
します
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Workflow Inbox – 「削除」アクション
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